
 

 

 

 

令和２年１０月 東道自治会作成

凡  例 

地震災害時の各地区避難場所           

東道避難場所 

広い道路                    

狭い道路 

高いブロック塀 
（高さ 1m60 ㎝以上） 

高い石垣 
（高さ 平均 8m） 

落下物等                   

街頭消火器 

消火栓                

防火水槽 

AED 

浸水想定区域 
(0.0～0.5ｍ)・(0.5～3.0ｍ) 

家屋倒壊等氾濫想定区域 

水害時危険個所 

この道沿いは、川の氾濫とほぼ同時に

氾濫流で避難路が絶たれ、非常に危険な

状態が想定され命に係わる恐れがある。 

命を守るためにも、早い段階での避難

をすることが重要 
※国土交通省の水中歩行実験では、水深 30 ㎝、

氾濫流の流速が 1.5ｍ/秒以上では、成人男性で

も安全な避難は困難とされています。 

本町地域高齢者

支援センター 

市営片町駐車場 

東道自治会館 

秦野駅 

※ 地震時広域避難場所 

  「本町小学校」 

※ 風水害時広域避難所 

  「本町公民館」 

※ 東道避難場所 

「ＪＡはだの本町支所駐車場」 

まほろば大橋 

平成橋 


